
N
→ 1F -1

→ 1F -1

→ 2F -1

BF

1F -2

2F -2

RF

（クロストーク：空間）
オフィスは、適度な領域感を保ちながらも視線が行き交い、様々なコミュニ
ケーションが誘発される豊かな「機能空間」であるべきと考えます。当計画
では、空間の自由度を高める為に新しくデザインした「CLTクロスフレーム」
による効果的な吹き抜けや変化する床レベルを用いて、チームや部署を超え
た自然な情報共有が可能な新しいオフィス空間（クロストーク空間）を提案
します。又、地下空間はハイサイドライトと階段室からの自然光に満ち、ディ
スプレイのグレアを防ぐために少し地中にもぐったワークデスクの前面には
収納ラック、背面には倉庫／書庫が巡らされ、様々な資料にも効率良くアク
セスできます。
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配置図  S：1/600

１階 -1・2平面図  S：1/300 １階 -3 平面図  S：1/300 ２階 -1 平面図  S：1/300 ２階 -2 平面図  S：1/300

CLT　Cross Laminated Timber 素材　×　クロスフレーム　cross-frame 構造　×　クロストーク　cross-talk 空間　×　クロスフロー　cross-flow環境　×　クロスプラットホーム　cross-platform展開

ワーク 1

プロジェクト

コミュニケーション

リソース

ワーク 2

地階平面図 
S：1/300

　　自由に組替え可能なデスク収納 　　大空間にも対応可能な
　　クロスフレーム

　　街へ発信する CLT ショーケース

自由な
配管経路

重力換気による
風の流れ

基本ユニット

クロスフレームを
組合せた

大空間ユニット

差込式の棚板により
縦横自在な収納が可能

　　隅部を活かした自由な
　　設備レイアウト

　　フロアを見渡せる
　　コミュニティ階段 CLT ショーケース：外観

　建物の外皮（スキン）は
開閉部をもたずに日射制御
や断熱に特化し、換気は隅
部にある開口部によって高
い換気効率（クロスフロー）
を実現します。スキンの東
面はダブルスキンの Low-e
ガラスカーテンウォールと
し、CLT クロス フレームを
外部に透過させ、建物全体
を CLT のショーケースとし
て街へと発信します。

（モバイルCLT：別棟）
敷地内の都市計画道路部には CLT の特性を生
かして移築可能なクロスフレームユニットを
計画します。一部は鉄骨フレームを併用して
キャノピーのロングスパンにも対応し、CLT
の汎用性、可能性を示しながら、基礎構造部
を最小に抑えたモバイル建築によって都市計
画道路事業決定時にも最小のコストで他の敷
地へ移築が可能となります。

床面積：モバイル棟
１F　112㎡
計　  112㎡

床面積：メイン棟
２F　219㎡
１F　203㎡
 BF　557㎡
計　  979㎡
延床面積　合計：1091㎡
容積率　　　78.0% > 200%

敷地面積　1398㎡
建築面積　  383㎡
建ぺい率　　27.4% > 60%

コミュニケーション
スペース

木質構造事業部 (7)

木質構造事業部 (6)

木質構造事業部 (6)

バイオマス事業部 (4)

出力
エリア

コミュニケーション
スペース

コミュニケーション
スペース

コミュニケーション
スペース

コミュニケーション
スペース

倉庫

倉庫

倉庫

ロッカー室

パウダー
コーナー

EV

ロッカー室

技術開発部 (8)

物流管理課 (4)

仕入部 (4)

木質構造事業部 (7)

Entrance
(1FL-1)

＊受付

(1FL-2)

総務課 (8)
(＊うち受付 2)

(1FL-3)

(1FL-3)

(1FL-3) (1FL-3)

小会議室 (10) 小会議室 (10)

小会議室 (10)

EV

MWC

WWC

EV EV

営業部 (4) 経理課 (8)休養室 ( 男 )

MWC

WWC

(2FL-1) (2FL-1) (2FL-1)

社長室兼
応接室

MWC

WWC

(2FL-1) (2FL-1)

休養室 ( 女 )

食事室兼
休憩室

屋上デッキ

屋上デッキ
屋上デッキ

屋上デッキ

屋根

駐車場 10 台

駐車場 6台

IN OUT

IN
OUT

歩行者



X 方向

Q

Q

Q
Q

Y 方向

地上 CLT 部

地下 RC部

5×5m　1区画

5×5m　1区画

5×5m　1区画

クロスフレームの成立

STEP1

STEP5STEP2 STEP4

STEP3

積層クロスフレーム 全体クロスフレームの成立

（STEP3　増床部強床 CLT）

RC 基礎

（STEP3　増床部(根太））

重力換気を促す

除湿した外気を導入

サーモピット

OA

Low-E ガラス

OA

EA

EA

WC

WC

WC
SA

デシカント外調機

冷却塔 放射冷暖房パネル吸収式冷凍機

夏冬切替弁

温水蒸気

ヘッダー

蒸気

冷水

熱交換機

蒸気で温水を使用
夏：デシカント材の乾燥
冬：外気プレヒート

温水床暖房

Low-E ガラス

CLT パネル：M×90-5-5　t150
▼パーゴラ部

▼1 F

▼GL

▼B1F

▲支持層（GL -4m　砂礫層）

地盤改良

▼2F/RF
　（一般階）

CLT 床パネル：M×90-5-7　t210

CLT 床パネル：M×90-5-7　2×t210

木軸組床（■120×150＠303）

CLT パネル：M×90-5-5　t150
CLT 壁パネル：
S60-3-3　t90

せん断金物

CLT 壁パネル：
S90-5-5　t150

CLT 壁パネル：
S90-5-5　t150

せん断金物

せん断金物

せん断金物

RC壁

RC壁

RC 基礎梁

地盤改良

CLT

RC

パーゴラ部パーゴラ部

クロス部：ダボ接合（50Φ 4×4 箇所）

上下：ダボ接合（接着剤併用）

引
き
ボ
ル
ト
接
合

引
き
ボ
ル
ト
接
合

引
き
ボ
ル
ト
接
合

引
き
ボ
ル
ト
接
合

引
き
ボ
ル
ト
接
合

引
き
ボ
ル
ト
接
合

引
き
ボ
ル
ト
接
合

引
き
ボ
ル
ト
接
合

RC スラブ：t210

高断熱外皮

高断熱外皮

高断熱外皮

隅部開放による効率的な換気率的な換気

高断

RC 耐圧版

　　壁量について (X 方向 /Y 方向 )

　　換気システム（クロスフロー）

　　蒸気利用空調システム

採用

　　床たわみについて

5m x 5m　の単位区画において

想定荷重　7.5kN/m2 以下 【２階建て　3.7kN/m2( 一般階 ) + 3.7kN/m2( 屋根、パーゴラ含む）】

Co=0.2( ルート１相当）として　必要許容水平耐力Qa=7.5kN/m2 ×25m2 × 0.2 = 37.5kN

CLT 壁パネル 1mあたり水平耐力  15kN/m  ⇒37.5/15 = 2.5m 

クロスフレームＸＹ壁長さＬ　⇒2.5/2 = 1.25m以上　　　

CLT の採用厚さによる基本単位空間ごとの設定の調整
（SCLT 棟・モバイル棟）

幅 1.25m分が増床分も含め幅 5.0mを負担 [ 床用 TL5.0kN/m2]

  ⇒Mx90-5-7 t420mm（t210mm × ２枚 ( ダボ接合 ))

  スパン 5mに対し 1/340 程度 < 1/250 　　(※変形増大係数２）　　　

CLT　Cross Laminated Timber 素材　×　クロスフレーム　cross-frame 構造　×　クロストーク　cross-talk 空間　×　クロスフロー　cross-flow環境 ×　クロスプラットホーム　cross-platform 展開

CLT　Cross Laminated Timber 素材　×　クロスフレーム　cross-frame 構造　×　クロストーク　cross-talk 空間　×　クロスフロー　cross-flow環境　×　クロスプラットホーム　cross-platform 展開

クロスフレーム　cross-frame 構造（システム）　

ＣＬＴ材の弱さをふまえた特徴を、量、構成、関係で補いながらその
ポテンシャルを引き出し、制度、空間がより社会に対して開かれる汎
用性、展開性の高い基本フレームユニットの構成ルール（システム）
をデザインし、結果的に現在における「森林資源問題」にも応えてい
くことを目指します。

私たちは、ＣＬＴ材における「面内方向に応力を負担できる面材」とし
ての特徴を積極的に採用し、高度であることより自由度の高さに着目
した、今後誰もが使える構成ルール＝クロスフレーム構造（システム）
を定め、本設計をおこないました。

　　木造でも鉄骨造でもないCLT構造＝クロスフレーム構造（システム）

CLT　Cross Laminated Timber 素材に託すこと　

・法制度を含めた設計（構造・設備含む）における扱いの明瞭性の向上
・施工利用における社会的経験値の向上
　　上記ふまえて設計を進め、「より」ふれることで「より」開かれる CLT
材世界の扱いを目指します。

　排熱として供給される蒸気を年間通して空
調熱源として利用する。冷房時は蒸気熱源に
よる吸収式冷凍機を設置し冷水を放射パネル
及びファンコイルユニットへ送水する。暖房
時は熱交換器（蒸気－温水）にて温水を昇温
し床暖房、放射パネル、ファンコイルユニッ
トへ送水する。
　地下空間は、冬は床暖房を主体とし、夏は
放射冷房を主体とする。湿度対策としてデシ
カント外調機を設置し、デシカント材の乾燥
に蒸気にて昇温した温水を利用する。また冬
は外気導入のプレヒートに蒸気にて昇温した
温水を利用することで外気処理に対しても蒸
気を通年利用可能なシステムを構築する。

　建物 4 隅の開口部と建物中央部に点在する吹
抜け、吹き抜け上部の開口部を利用し、季節風
を捉え、さらに重力換気を促進し、効率的な空
気の流れを作り出す。また上下をランダムにつ
なぐ吹抜けには放射パネルを配し、自然な気流
と共に放射冷暖房の体感効果を向上される。さ
らに吹き抜けは機械換気のダクトルートともな
り、建物の設備コアの役割も果たしている。
　地下執務室に対する外気取入はサーモピット
を介してデシカント外気調和機にて室内へ導く
計画とし、地下の執務室という配置特性を活か
した地中熱の利用を行う。 換気システム概念図 熱源システム概念図

　建物 3方は断熱性能の高い外壁とし、1方向
のみ内部空間を垣間見ることができる開放性
の高い空間としている。開口部には low-e ガ
ラスを用い日射負荷の軽減を行い、東日や西
日は断熱性の高い外壁で遮ることができる。
負荷変動の少ない建物とし、ランニングコス
トの軽減を図る。

１

１

社会のもつ事前構造検討の利用＝ルート１（的）なるものの活用
の内、外の認識とその摘要範囲の拡張への期待
（SCLT 棟：現状保留である方向別、箇所別の S造、CLT 構造の併用等）

２

CLT 材を生かすための「より」高強度金物の開発、「より」組み合
わせ形式が増え、組み立て、解体が簡易である接合部の開発への
期待

３

クロスフレーム構造（システム）
メイン棟

社会のもつ事前構造検討の利用＝ルート１（的）なるものの活用姿
勢簡潔な形態である場合に機能する、社会制度により事前に検討さ
れた対応を有効に取り込むことで、意匠設計側における思考、対応
の自由度を高め、設計を身近なものにする手法として活用します。

３ ２）における単位を上下に積み（積層系）を成立させます。

４ ３）における（積層系）単位を平面的に増やし（増殖系）を成立さ
せます。

想定規模（階数）もふまえ、基本単位モジュールを定め、その単位
を想定した、1 方向ごとの単一フレーム、それを直交させたクロスフ
レームを設定し、単位内で成立する必要壁量構成、スパン単位を設
定します。
（本設計：基本床スパン 5.0m/ 床単位 5.0x5.0m/ 屋根単位 8.0m以下設定）

２

Y 方向 断面図　 X方向 断面図　

クロスフロー　cross-flow環境

採用
　　基本構造設計方針

　　CLT：多機能な建築エレメントとしての可能性も高い構造材

　　負荷の軽減

　　クロスフレーム構造（システム）の展開
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モバイル棟１階平面図  S：1/300 モバイル棟組み立てイメージ図

集合住宅平面図  S：1/300集合住宅アクソメ 学校 CRアクソメ 学校 CR平面図  S：1/300

CLT　Cross Laminated Timber 素材　×　クロスフレーム　cross-frame 構造　×　クロストーク　cross-talk 空間　×　クロスフロー　cross-flow 環境　×　クロスプラットホーム　cross-platform 展開

ベースユニットと土間

サブパネルと脱着可能な防水処理

鉄骨基礎脚部
鉄骨基礎脚部

樋

ユニット隅部の開口部が水回りの配管ルート
や階段室テラス等を納める

階段室型集合住宅でのCLTクロスフレーム

クロスフレームユニットは自立できるベース
モジュールによってRC基礎に固定されます。

１F床パネルはクロス部下部にて砕石基礎を
盛り上げ直接支持し移築後の解体処理を最小
にとどめます。

特殊化・高度化より、自由度の向上（今後への希望）
事前に準備された解析方法の利用、共有化 ＝ルート１（的）なるものの範囲
の拡大への希望

都市計画道路区域都市計画道路区域

食事室兼休憩室食事室兼休憩室

AタイプAタイプ

AタイプAタイプ

BタイプBタイプ
BタイプBタイプ

CRCR

CRCR

CRCR

CRCRCRCR CRCR

CRCR

CRCRCRCR

CRCR
CRCR

CRCR

WSWS WSWS

WSWS WSWSWSWS

WSWS

テラステラス

テラステラステラステラス

テラステラス

UTUT

テラステラス

UTUTUTUT

UTUT

UTUT

UTUT

階段室階段室

ポーチポーチ
大会議室大会議室

メイン棟へメイン棟へ

商品展示スペース
ギャラリー

商品展示スペース
ギャラリー

他用途でのクロスフレーム展開例のスタディ

クロスプラットホーム　cross-platform 展開
メイン棟 「構成ルール（システム）　＝　クロスフレーム」 のさらなる展開
への提案として、計画敷地内の都市計画道路区域には、CLTパネルの強
靭さを生かした移築可能なモバイル建築棟を計画します。
　　CLT 構造への模索

　　モバイルユニット

モバイルCLTモバイルCLT

モバイルSCLTモバイルSCLT

Stを部分で使うStを部分で使う

組み立てて、ばらす組み立てて、ばらす
壁：CLT150mm

庇： CLT90mm

屋根：CLT150mm ×2 枚

サブパネル
（2次部材）

床根太組み

床根太組み
（2次部材）

庇： CLT90mm
（2次部材）

示示示示示示示
ャャャャ

域域

低層 CLTクロスフレーム
(共同住宅)

ユニット隅部を解放し、CRと連続
した多様な学習空間を作り出す

ユニットCLTクロスフレーム

独立型 CLTクロスフレーム
(学校CR)

階段室

 各度を自由に設定したクロスフレームユニットを連続させ様
々なな用途に対応させる

形鋼のフレームにCLTパネルを２次部材としてはめ込み、耐力
壁（ブレース効果）及び座屈止として利用する

大スパンに対応する鉄骨フレーム併用CLTクロスフレーム

連続する平屋CLTクロスフレーム

１）CLTパネル部の接合形式の自由度の向上
（組み立て、解体が簡易でかつルート１として扱われる接合部の設定）
→モバイル式建物：移築可能建物への大形パネルCLT版の仕上げ、防水等の処置済みパ
ネルの有効利用への期待）
（開発指定計画区域にかかる建物における採用、災害時仮設施設、都市地方都市コインパ
ークに打ち勝つ施設展開等）（→本建物：モバイル棟部　として開発指定計画区域にかか
る部分における建設部に採用）

　  ①鉄骨造軸組みに対する耐力壁（ブレース効果）利用、水平剛性（水平ブレース効果）利
　　　用の告示認定化

　　②同一階における方向別構造の採用（例：X方向Sフレーム、Y方向CLT工法）
　　　（→本建物：SCLT部　として　キャノピー部棟屋にて採用）　

　　③引き抜き力向上金物の開発

　　④スパン量向上CLTパネルの開発　（12mに近づく強度）

　　⑤その他

モバイルSCLTクロスフレーム（キャノピー／ギャラリー）

モバイルCLTクロスフレーム（カフェ／会議室）

CLT屋根パネル：M×90-5-5　t300mm（t150×2 枚）

屋根：CLT:150mm（水平剛性部材兼用）

（庇 2次部材）：CLT:90mm

クロス部：ダボ接合

引
き
ボ
ル
ト
接
合

引
き
ボ
ル
ト
接
合

床：CLT

60mm捨てコン（レベル調整用）

▽設計GL±0 

▽１SL

▽TOP

FS1:t=300mm

木毛セメント版 25mm
D.PL KP-1 t=1.6mm
（メッキ品）


